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はじめに 

■地域住民主体の防災まちづくり 

防災まちづくりとは、ハード対策

（建築物の耐震化、道路・公園の整

備など）と、ソフト対策（防災教育、

災害時の情報伝達の仕組みや体制

づくりなど）に取り組み、災害に強

いまちをめざすことです。 

防災まちづくりでは、自助・共助・公助の力が重要であり、個人・地域コミュニティ・公的機関の各々が防

災対策に取り組み連携することが不可欠です。 

しかし、いざ大きな災害が発生した際、特に災害発生直後にお

いて、公的機関が担う公助には限界があります。右のグラフにあ

るように、平成７（1995）年 1 月 17 日に発生した兵庫県南部地

震（阪神・淡路大震災）では、生き埋めや閉じ込められた際の救

助は９割以上が自助・共助によるものでした。 

このことから、大規模災害が発生した際の被害を抑えるために

は、平時から「自助・共助により地域防災力を高める」＝『地域住

民主体の防災まちづくり』に取り組むことが重要です。 

 

■事例集作成の目的 

防災まちづくりの取組はどの地域にも必要な取組です。 

防災まちづくり事例集については、地域の方々が主体的に実施した取組を紹介することで、地域での

防災活動のきっかけづくりや地域防災力の向上に役立てていただくことを目的に作成しました。防災活

動の取組方法や課題解決のヒントとしてご使用いただければ幸いです。 

なお、事例集は、川崎市が実施している防災まちづくり支援における取組を掲載していますが、市内に

はほかにも多くの優れた取組があるかと思います。先進的な取組については裏表紙に記載している問い

合わせ先（川崎市まちづくり局防災まちづくり推進課）へご紹介ください。   

生き埋めや閉じ込められた際の救助 
 

出典：一般社団法人日本火災学会 

「兵庫県南部地震における 

火災に関する調査報告書」 
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■事例集の使い方 

 この事例集は４つのテーマ別に構成しています。 活用にあたっては、関心のあるテーマや解決したいテ

ーマなど、必要に応じて、参考になるところから読んでみてください。 

 

■資料掲載 Web サイト 

 事例集掲載の防災活動に取り組むにあたって参考になる資料を、下記 Web 

サイトで掲載しております。 

川崎市 ： 防災まちづくり支援 ※「川崎市 防災まちづくり事例集」で検索 

https://www.city.kawasaki.jp/500/page/0000113004.html 

 本誌の電子版（PDF）も掲載しています。 

 

■事例インデックス 

活動事例 ページ 

１ 地域や一人ひとりが備える 事例１  防災啓発ニュースレター ５ 

事例２  マイタイムライン（地震編） ６ 

事例３  マイタイムライン（水害編） ７ 

事例４  防災用品の共同購入 ８ 

２ 地域の課題や資源を確認する 事例５  防災アンケート 10 

事例６  防災まち歩き 11 

事例７  防災意見交換会 12 

事例８  防災倉庫の棚卸 13 
 
３ 災害対応の体制を整える 事例９  安否確認訓練 15 

事例１０ 災害時要援護者の支援体制づくり 16 

事例１１ 災害時ボランティア 17 

事例１２ 消火ホースキット使用訓練 18 

事例１３ 民間企業等との防災協定締結 19 

４ 地域の中で連携する 事例１４ イベント型防災訓練 21 

事例１５ 防災ポリ袋クッキング 22 

事例１６ 町会イベント×防災活動 23 

 

https://www.city.kawasaki.jp/500/page/0000113004.html
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■川崎市の防災まちづくり支援 

 平成２１（2009）年度川崎市地震被害想定調査において、死亡原因の９５％は建物倒壊と火災が占めて

おり、中でも火災については、危険性の高い地区が偏在していることが分かりました。 

 そこで火災延焼被害や建物倒壊、避難などの課題が特に大きい２地区については『不燃化重点対策地区』

に指定し、条例による建物の防火規制強化や防災空地の創出などにより、まちの不燃化を推進しています。 

 また、火災延焼被害などの課題が大きい

１６地区については『防災まちづくり推進

地区』に指定し、「防災まちづくり支援」と

して、町会などの単位で地域住民主体の

防災まちづくりの取組を支援しています。 

防災まちづくり支援については、防災の

視点から地域の方々が主体となってまち

づくりを行うことができるよう、様々な防

災に関する取組を提案・実施しています。 

 

■防災まちづくり支援の流れ 

防災まちづくりの支援は、「防災まちづくり支援指針」に基づき、1 つの町内会について 3 年間行ってい

ます。 

まず１年目は、地域における災害の危険性や防災上の課題などについて、防災講座、防災アンケートや

防災まち歩きなどを通して、住民の方の意見や認識を整理し、地域へ広く情報発信することから始めます。 

２年目は、１年目の取組によって分かってきた地域の課題や関心ごとを基に、地域の実情に応じた様々

な取組を、できることから少しずつオーダーメイドで実施し、成功体験を重ねます。 

３年目は、２年目の効果や反省点などを踏まえて、改善しながら引き続き取組を実施しつつ、町内会独

自の防災訓練の実施など、災害時に効果的に機能する防災活動体制を構築することで地域コミュニティ

を強化し、関係人口を増加させていきます。また、３年間の取組結果を踏まえ、支援終了後も町内会主体

で防災活動を続けていくための指針として、地域独自の「防災まちづくり計画」を作成します。 

少し難しいように捉えがちですが、あくまでも無理なくできる範囲でということを基本として支援を行

っています。  

【防災まちづくり支援指針】 

 地域ニーズに応じた取組の積み重ね＜成功体験＞ 

 地域コミュニティ強化による地域防災力の向上＜関係人口増加＞ 

 防災まちづくり計画の作成＜活動継承＞ 

Policy 
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   １ 地域や一人ひとりが備える       

地域にお住まいの方一人ひとりが防災意識を高め、

備蓄などしっかり対策していくことにより、災害に

強いまちづくりにつながっていきます。小規模でも

定期的に行うことで、少しずつ防災の輪が広がり

ます。 
 

 
 
 

   

事例１  防災啓発ニュースレター 

事例２  マイタイムライン（地震編） 

事例３  マイタイムライン（水害編） 

事例４  防災用品の共同購入 

 

地域や 

一人ひとりが 

備える 

４ 
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事例１ 防災啓発ニュースレター 

 

 

概要 

防災まちづくりに関するお知らせや災害事例、ハ

ザードマップなどを掲載し、地域の方に広く防災

意識啓発を行い、活動・取組の参加を促す。 
  

実施時期など 

時期：てはじめに！ 

取組難易度：★☆☆ 

対象者：町会役員、町会加入者 など 
  

主な必要資料（P27 参考） 

ハザードマップ/地域の写真 など 
  

実施後における主な取組事例 

 マイタイムライン【地震編】【水害編】(P6,7)  

 防災アンケート(P10) 

 防災まち歩き(P１1)  

 防災意見交換会(P１2) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

ハザードマップはこちらから確認できます！ 
 

川崎市防災ポータルサイト 
https://portal.kikikanri.city.kawasaki.jp/ 
hazardmap/hazardmap.html 

１ 地域のリスクや対策を掲載する 
 
 地域の方の防災意識の向上のために、地

域の災害リスクやどのような対策がある

のかなどを掲載しましょう。  
２ 顔の見える関係づくり 
 
 災害時、地域の方々の協力が欠かせません。

防災に関する内容と合わせ、町会活動も掲載

することで、町会がどのような活動を行って

いるのか知ってもらい、活動の参加者を増や

すきっかけをつくることができます。   
３ 内容によって配布方法を変える 

 
 広く知ってもらいたい情報は全戸配布にしたり、子どもやその親世代に知ってもらいたい情報は地

域内の学校と連携して配布をしたり、内容に応じて、配布方法を検討しましょう。 

取組内容と実施方法 

実施のポイント 

https://portal.kikikanri.city.kawasaki.jp/
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事例２ マイタイムライン（地震編） 

 

 

概要 

周辺の避難先を記載したマップを基に、災害状

況別の避難先や一人ひとりに合った避難ルー

トを考える。 
  

実施時期など 

時期：いつでも 

取組難易度：★☆☆ 

対象者：町会役員、町会加入者 など 
  

主な必要資料（P２８～29 参考） 

ハザードマップ/マイタイムラインシート など 
  

実施後における主な取組事例 

 防災用品の共同購入(P8) 

 防災まち歩き（P11） 

 災害時要援護者の支援体制づくり（P16） 
 民間企業等との防災協定締結(P19) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組内容と実施方法 

1 マイタイムラインシートの作成 
 
 巻末の「5-3」に掲載している資料は市 HP

でダウンロードできるので、町会周辺の地

図に置き換えて、町会独自のマイタイムライ

ンを作成してみてください。   
2 作成した人どうしで共有する 
 
 自分が作成したマイタイムラインを他の方と

共有することによって、道路が狭くて通り抜

けが不安な道など、ハザードマップには記

載のない、その場所に住む方しか知らない

ような情報を得ることができます。   
3 作成したマイタイムラインを地域にも広げていく 

 
 作成したマイタイムラインを町会内に周知することで、地域の方に作成を促し、避難に関する意識

啓発を行いましょう。 

実施のポイント 

大規模な地震時に、「いつ」「何をするのか」

事前に自分だけの避難行動計画を時系列ごと

に整理するものです。 
 

ハザードマップはこちらから確認できます！ 
 

川崎市防災ポータルサイト 
https://portal.kikikanri.city.kawasaki.jp/ 
hazardmap/hazardmap.html     

マイタイムライン（地震編）とは 

https://portal.kikikanri.city.kawasaki.jp/
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事例３ マイタイムライン（水害編） 

 

 

概要 

災害リスク等を記載したマップを基に、自宅の災

害リスクの確認や、災害状況別の避難先や一人

ひとりに合った避難方法を考える。 
  

実施時期など 

時期：いつでも 

取組難易度：★☆☆ 

対象者：町会役員、町会加入者 など 
  

主な必要資料（P３0～３1 参考） 

ハザードマップ/マイタイムラインシート など 
  

実施後における主な取組事例 

 防災用品の共同購入(P8) 

 防災まち歩き（P１1） 

 災害時要援護者の支援体制づくり(P１6) 
 民間企業等との防災協定締結(P19) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

台風など大雨の際、「いつ」「何をするのか」

事前に自分だけの避難行動計画を時系列ごと

に整理するものです。 
 

ハザードマップはこちらから確認できます！ 
 

川崎市防災ポータルサイト 
https://portal.kikikanri.city.kawasaki.jp/ 
hazardmap/hazardmap.html     

マイタイムライン（水害編）とは 

取組内容と実施方法 

1 マイタイムラインシートの作成 
 
 巻末の「5-３」に掲載している資料は市 HP

でダウンロードできるので、町会周辺の地

図に置き換えて、町会独自のマイタイムライ

ンを作成してみてください。  
2 作成した人どうしで共有する 
 
 自分が作成したマイタイムラインを他の方と

共有することによって、水害時に冠水して

通り抜けが不安な道など、ハザードマップに

は記載のない、その場所に住む方しか知ら

ないような情報を得ることができます。   
3 作成したマイタイムラインを地域にも広げていく 

 
 作成したマイタイムラインを町会内に周知することで、特にすぐの避難が難しい方など広く地域の

方に避難に関する意識啓発を行いましょう。 

実施のポイント 

https://portal.kikikanri.city.kawasaki.jp/
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事例４ 防災用品の共同購入 

 

 

概要 

一人ひとりの備蓄を促すため、町会館や公園など災

害時の活動拠点となる場所で、消火器やトイレの凝固

剤などの防災用品の共同購入を行う。 
  

実施時期など 

時期：いつでも 

取組難易度：★☆☆ 

対象者：町会加入者 
  

主な必要資料（P３2～33 参考） 

共同購入応募チラシ/受け渡しに関するチラシ  など 
  

実施後における主な取組事例 

 災害時要援護者の支援体制づくり(P１6)  など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

取組内容と実施方法 

実施のポイント 

１ 防災用品の決定 
 
 地域の課題となる災害や防災アンケート(P10)結果を参

考に、購入する防災用品を決定しましょう。過去に実施し

た町会では、消火器やトイレ凝固剤の購入の他に、不要

になった消火器の回収が特に反響がありました。   
２ 業者の条件整理と決定 
 
 商品の搬入方法や手数料、代金の支払い方法など、業

者に求める条件を整理しましょう。 

 ５０個や１００個など大体の個数で業者に見積もりをと

りましょう。   
３ 回覧などで購入者を募集する 

 
 回覧などで購入実施者を募集して、注文個数を把握しましょう。購入希望者には受け渡し日時な

どをお知らせする案内を配りましょう。３２、３３ページに応募チラシなどのテンプレートを掲載し

ていますので、実施する際は参考にしてください。 

 募集の回答率を上げるためには、Web フォームを活用することが効果的です。その際は、Web

フォームの二次元コードも募集用紙に入れるようにしましょう。 
  

４ 地域の方との交流が第一 
 
 この取組は普段町会活動に馴染みのない方でも参加しやすいです。参加された方に、町会の取組

を知ってもらえるよう、積極的にコミュニケーションを取りながら進めることが大切です。 

令和６年元日に発生した能登半島地震の影響
で、被災地の避難所のトイレでは衛生環境など
から体調を崩される方も多かったようです。 

自宅避難した際も役立つ凝固剤や生活用水など
普段から備えておくことが大切です。 
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2 地域の課題や資源を確認する       

災害に強く、地域のつながりも強いまちにするた

めには、地域の課題や資源を知ることが大切です。

防災の視点で地域を見て、地域にあった活動の検

討につなげましょう。 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
   

事例５  防災アンケート 

事例６  防災まち歩き 

事例７  防災意見交換会 

事例８  防災倉庫の棚卸 

地域の 

課題や資源を 

確認する 
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事例５ 防災アンケート 

 

 

概要 

地域の課題や傾向を知るために、防災意識に関する

アンケートを実施する。 
  

実施時期など 

時期：年度初めころ 

取組難易度：★☆☆ 

対象者：町会加入者 
  

主な必要資料（P３4 参考） 

アンケート用紙 
  

実施後における主な取組事例 

 防災用品の共同購入(P8) 

 防災まち歩き(P１1) 

 防災意見交換会(P１2)  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

取組内容と実施方法 

１ 地域に合った質問を考える 

 町会としてどのような活動が効果的かを考えた上で、質問項目を設定しましょう。地域によって

状況は違いますが、３４ページにテンプレートを掲載していますので、実施する際は参考にしてみ

てください。 

 防災に関する項目だけでなく、地域の方が何に関心を持っているのか把握できる項目も考えま

しょう。 

２ WEB 回答も活用する 

 回答率を上げるためには、Web フォームを活用することが効果的です。その際は、Web フォー

ムの二次元コードもアンケート用紙に入れるようにしましょう。 

３ 配布・回収方法 

 配布は、町会便りなどにあわせて配布すると効果的です。回収は、負担にならないよう、地域の

方々の協力を得ましょう。 

４ 結果は必ず周知 

 アンケート結果は取りまとめて、回覧などで周知しましょう。 

 結果を踏まえて、地域に応じた活動やイベントなどを検討しましょう。 

 

実施のポイント 
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事例６ 防災まち歩き 

 

 

概要 

普段歩いている地域を防災の視点で歩き、地域の防

災上の課題や資源を発見する。 
  

実施時期など 

時期：春・秋（気候が穏やかな時期がおすすめ） 

取組難易度：★☆☆ 

対象者：町会役員、町会加入者 など 
  

主な必要資料（P３5 参考） 

見るべきポイント/町会の地図/ハザードマップ など 
  

実施後における主な取組事例 

 防災啓発ニュースレター(P5) 

 防災マップ作成 

 防災意見交換会(P１2)  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

取組内容と実施方法 

１ 地域の気になるポイントを事前に調査 
 

 事前に、地震によって通り抜けが心配になる狭い

道や行き止まり、避難場所など地域の気になるポ

イントを調査し、まち歩きのルートを考えましょう。 

 調査を基に、『地域の見るべきポイント』を整理す

ると、地域の課題や資源が発見しやすいです。   
２ 災害時を想像しながら歩いてみる 
 
 事前に調査したポイントを確認しながら、まち歩きを実施しましょう。災害時に役に立ちそうな資

源はないか、避難の妨げになるものはないかなど、災害時を想像しながら歩いてみるとよいでし

ょう。   
３ 発見したことを地図にまとめて共有する 

 

 まち歩きで発見したことを地図に書き起こし、回覧などで地域に共有しましょう。可視化してみる

と地域の特徴が見えやすくなります。あわせて、どんなことをすれば地域がよりよくなるか、参加

者で意見交換を行い、次の活動の検討につなげましょう。 

実施のポイント 

ハザードマップはこちらから確認できます！ 
 

川崎市防災ポータルサイト 
https://portal.kikikanri.city.kawasaki.jp/ 
hazardmap/hazardmap.html 

https://portal.kikikanri.city.kawasaki.jp/
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事例７ 防災意見交換会 
 

 

概要 

備蓄や避難など防災に関することや、町会内の組織

体制や地域の気になっていることなどテーマを幅広

く設けて意見交換を行い、課題や資源を整理する。 
  

実施時期など 

時期：翌年度の活動を決める前がおすすめ 

取組難易度：★★☆ 

対象者：町会役員、町会加入者、学校関係者など 
  

主な必要資料（P３6 参考） 

ハザードマップ/意見交換用シート 
  

実施後における主な取組事例 

 マイタイムライン【地震編】【水害編】(P6,7) 
 防災用品の共同購入(P8) 
 イベント型防災訓練(P21) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

取組内容と実施方法 

１ テーマや周知は幅広く 
 

 防災だけでなく、地域の団体やイベント状況、

今後あったら良いなと思うものなど、話すテー

マは幅広く設けましょう。 

 マンションにお住まいの町会加入者、現役世

代、学校の先生など、役員に限定せずに参加を

呼びかけると、様々な視点からの意見を集め

ることができます。   
２ 全員で意見交換を 
 
 意見が偏らないよう、１テーマに対し１人１回以上は発言できるように気をつけましょう。 

 テーマに対しての回答内容や方向性を予め考えておくと、当日の進行がしやすくなります。   
３ 結果を区役所と共有 

 

 意見交換で出た内容を区役所と共有しましょう。関連する他の町会の事例などを聞き、今後の

活動の方向性の検討につなげていきましょう。 

実施のポイント 

ハザードマップはこちらから確認できます！ 
 

川崎市防災ポータルサイト 
https://portal.kikikanri.city.kawasaki.jp/ 
hazardmap/hazardmap.html 

https://portal.kikikanri.city.kawasaki.jp/
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事例８ 防災倉庫の棚卸 

 

 

概要 

備蓄状況から備えるべき物を検討するため、防災倉

庫内の資器材の数量、状態などを確認し、リストの作

成・更新を行う。 
  

実施時期など 

時期：春・秋（気候が穏やかな時期がおすすめ） 

取組難易度：★☆☆ 

対象者：町会役員など 
  

主な必要資料（P３7 参考） 

防災倉庫点検リスト 
  

実施後における主な取組事例 

 新たな備蓄品の購入、既存の備蓄品の買い替え 

 防災用品の共同購入(P8) 
 イベント型防災訓練（P21） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   

取組内容と実施方法 

実施のポイント 

１ 事前に参加人数・規模を調整する 
 
 運び出し以外に、記録、状態確認など人数が必要に

なります。声掛けする人数を調整しましょう。   
２ 確認だけでなく、試運転も 
 
 発電機や投光器などの資器材は、その場で試運転を

して動作確認を行いながら、扱える人を増やしまし

ょう。   
３ 今後町会として何を備えたら良いか考える 

 
 町会としての備蓄は限界があり、地域全体の食料や飲料水などを備えておくのは不可能です。

棚卸の結果や地域の特性、被災地で役に立った資器材を参考に、今後何を備えたら良いか意見

交換をしましょう。   
４ 補助金を活用する 
 
 市では防災資器材購入における補助金交付制度があります。購入するものが決定したら、「川崎

市自主防災組織防災資器材購入補助金交付金要綱」を確認し、申請を行いましょう。 
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   ３ ご近所どうしで助け合える関係をつくる

災害時にはやらなければならないことがたくさん

あります。誰が何をどのようにするのか、平時のう

ちから考えて決めておくことで、いざという時に的

確に行動することができます。 

 

 

 
 
 

 

事例９  安否確認訓練 

事例１０ 災害時要援護者の支援体制づくり 

事例１１ 災害時ボランティア 

事例１２ 消火ホースキット使用訓練 

事例１３ 民間企業等との防災協定締結 

災害対応の 

体制を整える 

 

１４ 

１４ 
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事例９ 安否確認訓練 
 

 

概要 

無事を知らせる黄色いタオルなどの目印を町会加入

者に配布し、災害時には玄関先に掲げて隣近所での

助け合いを促す仕組みをつくり、指定の日に実際に

目印を掲げてもらう訓練を行う。自宅にいながら参

加できる訓練であるため、普段町会活動に馴染みの

ない方も参加しやすい。 
  

実施時期など 

時期：いつでも 

取組難易度：★★☆ 

対象者：町会役員、町会加入者 など 
  

主な必要資料（P３8～39 参考） 

目印（黄色いタオルなど）/訓練周知チラシ など 
  

実施後における主な取組事例 

 災害時要援護者の支援体制づくり（P１6） 
 イベント型防災訓練（P21）など既存の防災活動と合同実施 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

取組内容と実施方法 

１ 対象範囲は無理をせず 
 
 初回は５０世帯程度を対象に行うと継続しやすい

です。参加にお声がけしやすい班の方からで構い

ません。購入する目印は世帯数や予算の条件に応

じて、町会全体で一括購入、対象班のみ購入、町

会加入・非加入など対象の数量を考えましょう。   
２ 事前と直前の周知 
 
 事前周知として、目印の配布と合わせて訓練実施

をお知らせしましょう。また、対象班のみで構いま

せんので必ず訓練の直前（１週間程度前）にもう一

度訓練の周知を行いましょう。   
３ 当日は班長さんを中心に進めましょう 

 
 いざという時、会長や町会役員の方が居なくても、ご近所どうし安否確認し合えるようにしまし

ょう。訓練を通じて、見守り合う関係性を作っていきましょう。 

実施のポイント 
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事例 10 災害時要援護者の支援体制づくり 

 

 

概要 

「川崎市災害時要援護者避難支援制度」に登録されて

いる方に対し、民生委員と協力しながら、訪問や意見

交換を通して町会にできることを考え、支援体制づく

りを行う。 
  

実施時期など 

時期：いつでも 

取組難易度：★★☆ 

対象者：町会役員、町会加入者、民生委員 など 
  

主な必要資料（P40 参考） 

訪問のお知らせチラシ/訪問時に話すことの例/訪問台帳/担当者用しおり など 
  

実施後における主な取組事例 

 安否確認訓練（P１5） 
 イベント型防災訓練（P21）など既存の防災活動と合同実施 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

取組内容と実施方法 

１ まずは訪問をしてみる 
 

 個人情報は会館から持ち出さないなど町会内でルール

を作り、民生委員と協力しながら担当を割り振り、支援

対象者へ訪問チラシを配布します。   
２ 町会としてできることを伝える 
 
 発災時は支援する側も被災者という立場になります。

支援対象者に対し、自分や家族の安全を優先した上

で、できる範囲での支援になることを伝えましょう。 

 避難する際に電話をして欲しい、地域のイベント情報を教えて欲しいなど、対象者の方によって必

要なことは様々です。町会のできる範囲でどういった支援が必要か具体的に聞いてみましょう。   
３ 訪問結果を共有する 

 
 訪問結果を共有し、支援対象者の状況や支援して欲しいことの整理を行います。区役所やケアマネ

ジャーとも共有し、無理のない範囲で、継続的に地域で見守りができるよう体制づくりを行いま

す。 

実施のポイント 
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事例 11 災害時ボランティア 

 

 

概要 

いざという時に住民同士が地域の状況を共有し、でき

る人ができる範囲で支え合える仕組みとして、「災害時

ボランティア」を募集します。 
  

実施時期など 

時期：いつでも 

取組難易度：★★☆ 

対象者：町会加入者 など 
  

主な必要資料（P４１～４２参考） 

募集チラシ など 
 

実施後における主な取組事例 

 マイタイムライン【地震編】【水害編】（P6,7) 

 防災倉庫の棚卸（P13） 

 イベント型防災訓練（P21） 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 活動に興味のある方を把握する 
 

 回覧などで登録者を募集しましょう。Web フォームなど

を使い、気軽に申し込みができるようにするとなお良い

でしょう。「災害時は何か手伝いたい」と思っている方は

意外と多くいるかもしれません。 

 募集の際には、災害時はまずは自分や家族の安全を確

保した上で協力してもらいたいということをしっかりと

伝えましょう。   
2 平常時の負担はなるべく少なく 
 
 あくまでも災害時のボランティアです。多くの方にも登

録してもらえるよう、集まりは年に１～２回など、なるべ

く平常時の負担は減らしましょう。   
3 救命講習などの受講をサポートしてスキルアップ 

 
 希望者に市民救命士養成講座の受講を町会がサポート

し、いざというときに備えてスキルアップしましょう。 

取組内容と実施方法 

実施のポイント 
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事例 12 消火ホースキット使用訓練 

 

 

概要 

消火ホースキットを使って、設置体験、手順の確認、火災時の意識

啓発などを行い、ご近所どうしでの初期消火の成功につなげる。 
  

実施時期など 

時期：いつでも 

取組難易度：★★☆ 

対象者：町会役員、町会加入者 など 
  

主な必要資料 

取組周知チラシ など 
  

実施後における主な取組事例 

 消火ホースキットの位置や使い方の周知・啓発 
 定期的な小規模防災訓練の実施 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

１ 消火ホースキット設置場所周辺にお住まい

の方にお声がけする 
 

 火災時に役員の方が設置場所まで駆けつけて

消火活動を行うのは困難です。消火ホースキッ

ト設置場所の近隣にお住まいの方をはじめと

して、様々な方に訓練参加を呼びかけ、使用方

法を体験しホースキットを使用できる方を増や

すことで、燃え広がりなどの被害を防ぐことに

つながります。 

 普段町会活動に馴染みのない方も、訓練への参加が顔の見える関係づくりのきっかけにつなが

ります。   
２ 定期的な訓練が必要 

 

 半年に１回程度、定期的に訓練を行うようにしましょう。繰り返し行うことにより少しずつ定着し、

災害時のスムーズな活用にもつながります。 

 特に空気が乾燥する秋や冬ごろは、火災が起こりやすい季節です。普段の生活で起こりうる火事

の原因を紹介するなど防災の意識啓発と合わせて、訓練を実施するとより効果的でしょう。 

取組内容と実施方法 

実施のポイント 
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事例 13 民間企業等との防災協定締結 

 
 
概要 

福祉施設など地域の団体と災害時にお互いが助け合

えるよう防災協定の締結を行う。 
  

実施時期など 

時期：いつでも 

取組難易度：★★★  

対象者：町会役員 など 
  

主な必要資料（P４３参考） 

協定書 など 
  

実施後における主な取組事例 

 防災協定を締結した福祉施設と定期的に防災訓練（P２１）を実施 

  

１ 協定先を検討する 
 
 市で公表している防災協力事業所リストなどを

参考に、協定先の検討を行いましょう。   
２ 災害についての懸念点や協力できること

を共有する 
 
 災害についてお互いの懸念点や助け合えること

を共有しましょう。決定した内容を協定書に反映

し、防災協定締結を行います。   
３ 災害時だけでなく、普段から顔の見える関係づくり 

 
 災害時に助け合えるよう、普段から顔の見える関係性をつくることが大切です。町会で定期的に

実施する防災訓練などを協定先にも周知し、参加してもらうなど継続的な関係づくりを行いまし

ょう。 
 

取組内容と実施方法 

実施のポイント 
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4 地域の中で連携する        

まちの中の団体や施設など、普段の活動の中で連

携することによって、多くの方を巻き込みより活動

が効果的になるだけでなく、災害時も助け合える

関係につながります。 

 
 

 
 
 
 

   

事例 14 イベント型防災訓練 

事例 15 防災ポリ袋クッキング 

事例 16 町会イベント×防災活動 

イラスト 

地域の 

中で 

連携する 

２０ 

２０ 
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事例 14 イベント型防災訓練 

 

 

概要 

幅広い世代の方に参加してもらえるよう、起震車や

水消火器訓練などの一般的な訓練メニューに、子ど

もも大人も楽しみながら参加できるようなブースを

追加して実施する。 
  

実施時期など 

時期：年度末（企画に時間がかかるため） 

取組難易度：★★★ 

対象者：町会役員 町会加入者 学校関係者 など 
  

主な必要資料（P４４参考） 

開催周知チラシ/スタンプラリーシート など 
  

実施後における主な取組事例 

 防災用品の共同購入（P8） 

 防災まち歩き（P１1） 

 災害時要援護者の支援体制づくり（P１6） 

 消火ホースキット使用訓練（P18） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

取組内容と実施方法 

１ 既存の防災訓練に少しプラスする 
 

 紙食器づくりやゴミ袋ポンチョ、カラフル防

災ランタンなどの身近なものを使った防災

工作、避難所までのスタンプラリーなど実際

に手を動かしながら学べるものは、より多く

の方に楽しんでもらいやすいです。 

 非常食の試食などの食べ物に関するブー

スを設置すると人が集まりやすいです。   
２ 地域の団体と連携しながら進める 
 
 地域の子ども会や青年部、老人会、商店街、近隣の学校とも連携しながら進めていきましょう。 

特にイベント開催の周知などは、子ども会や青年部と連携しながら、近隣の学校への周知に力を入

れると効果的です。  
 

実施のポイント 
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事例 15 防災ポリ袋クッキング 

 

 

概要 

ポリ袋調理方法を使ったクッキングイベントを開催し、幅

広い年代の方に共通する『食』という切り口で、町会活動

に参加するきっかけを作る。 
  

実施時期など 

時期：いつでも 

取組難易度：★★☆ 

対象者：誰でも 
  

主な必要資料 

開催周知チラシ/レシピ など 

※事務局資料として、タイムスケジュール・必要備品一覧などを整理しましょう。 
  

実施後における主な取組事例 

 対象(町会役員、親子、現役世代、女性、男性など)やメニューを変更して再度実施 

 イベント型防災訓練（P21）に合わせて実施 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

取組内容と実施方法 

１ 参加募集の方法や声掛けを幅広く行う 
 

 回覧板や掲示板だけでなく、青年部やこども会とも協力

し、なるべく広く周知しましょう。学校の長期休みに合わ

せて開催すると参加者も集まりやすいです。 

 Web フォームなどを使い、気軽に申し込みができるよ

うにするとなお良いでしょう。   
2 料理が好き・得意な方を中心に進める 
 一部に負担が偏らないよう、料理が好きな方、得意な方

を中心に協力を依頼しましょう。役員に限定せずに参

加を呼びかけると、地域の人材発掘にもつながります。   
3 参加者に他の町会活動も紹介する 

 

 直近の町会イベントや普段の町会活動も合わせて紹介しましょう。幅広い世代の方が参加し、直接

周知ができる絶好の機会です。 
 内容を限定せず、町会が興味のあることや運営しやすい内容で定期的にイベントを開催し、地域に

対し参加のきっかけづくりを継続的に行っていくことが大切です。 

実施のポイント 
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事例 16 町会イベント×防災活動 

 

 

概要 

お祭りや運動会などの町会イベントの中で防災に関連す

る企画を実施し、町会の負担は少なく、普段防災活動に参

加していない人が防災意識を持つきっかけをつくる。 
  

実施時期など 

時期：いつでも（町会のイベントに合わせて） 

取組難易度：★☆☆ 

対象者：町会イベントの参加者  
  

主な必要資料（P45 参考） 

防災啓発ニュースレター/市防災広報物/シール投票パネル など 
  

実施後における主な取組事例 

・マイタイムライン【地震編】【水害編】(P６，７) 

・イベント型防災訓練（P21） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

１ 防災関連資料の配布 
 
 資料を置いておくだけではなかなか手に取ってもら

えません。イベントの参加賞などと一緒に「防災の資

料です」と声掛けをしながら渡すと効果的です。 

 空気が乾燥する冬の時期には、火災に関する啓発資

料を、雨が多い時期には、水害に関する啓発資料を配

布すると効果的です。   
２ イベントにあわせて実施内容を検討 

 

 お祭りでは防災クイズ、運動会では担架リレーやバ

ケツリレー、お餅つきでは非常食の試食など、イベン

トにあわせて実施内容を検討しましょう。   
３ 地域の関心事を調査 

 

 地域の関心事の調査をシール投票形式で行うと、

楽しみながら投票してもらえます。 

 集計結果は回覧などで周知するとともに、次の

実施内容の検討に活用しましょう。 

取組内容と実施方法 

実施のポイント 
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５ 参考                  

 

 

 

 
 

 

 
 
   

１  実施に向けた時間と必要な人数の関係性 

２  よくある質問 Q＆A 

３  取組参考資料 

４  町会別取組一覧（R７年度末時点） 

 

参 考 

２４ 
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５-１ 実施に向けた時間と必要な人数の関係性  

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

   

いがぼう  
さいが

・ ・
いに対する備えはせず、基本的にぼう

・ ・
っとしてい

るが、好物の甘栗だけはローリングストックしている。 

モチーフは「いが栗」。 

くり防 
 

災害が起こる前の備えが大事だと感じ、 

防
・

災まちづくり
・ ・

に向けた取組を自分なりに行っている。 

モチーフは「栗」。 

まずはここから 

はじめてみるのが良いかも！ 

少し難易度は高いけど 

その分効果も大きいに違いない 
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５-２ よくある質問 Q＆A 

防災まちづくりの取組を進めるにあたり、町会の皆さんから寄せられた活動に関する質問や不安なこと

を例としてご紹介します。自分の地域に当てはまる項目があれば、ぜひ参考にしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q 防災活動に力を入れたいけど何から始めれば良いか分からない… 

Q 防災訓練の参加者をもっと増やしたい… 

A まずは地域や町会の現状確認から始めてみるのはいかがでしょうか。 
 

 ● 『防災倉庫の棚卸』（P13）は、町会の備蓄状況を確認し、今後何を購入する必要があるの

か、地域で話し合ってみるきっかけにつながります。 
 

● 『防災まち歩き』（P11）を防犯パトロールとあわせて実施するのもよいでしょう。 

A 例年の内容に少しプラスして、新しいメニューを行うのはいかがでしょうか。 
 

● 『イベント型防災訓練』（P21）では地域の防災資源を見て回るスタンプラリーや災害用ラン

タンづくりなど子どもも楽しめるメニューを追加して実施しています。 
 

● その他に、『防災用品の共同購入』（P8）もおすすめです。 

Q 災害が起きたときの自分の避難行動に自信がない… 

A 災害なのでどんな避難行動でも一概に正解とは言い切れませんが、まずはご自宅や地域の災

害リスクを確認する必要があります。 
 

● 『マイタイムライン【地震編】【水害編】』（P6,7）では、ご自宅や地域の災害リスクの確認に加

え、自分に合った避難方法や避難先までの安全な避難ルートを作成することができます。 
 

Q 普段、自宅では何を備蓄しておけば良いのか 

A 食料や水だけでなく、避難生活を送る上で必要となるものは意外と多くあります。 
 

● 『マイタイムライン【地震編】【水害編】』の用紙（P6,7）には、避難するにあたり準備しておくも

ののチェックリストが記載されています。リストを基準とし、それぞれのご家庭で必要なもの

を追記、確認しておきましょう。 
 

● また、見落としがちなのがトイレに関する備蓄です。被災地の避難所では衛生環境などからト

イレ問題は深刻化しています。『防災用品の共同購入』（P8）を実施して地域全体に備蓄や自助

を促すのも効果的です。 

A 既存の町内会のイベントに防災要素を加えるのはいかがでしょうか。  
 

● 『町会イベント×防災活動』（P2３）では、既存の町会イベントに防災ブースを設けています。

元々人が集まる場で実施することで、多くの方に啓発できたり防災に関心があまり高くな

い方にも気軽に参加してもらえたりします。防災だけだとなかなか人が集まりづらい、とい

う課題も解決できます。 
 

Q 防災活動を始めたいけれどハードルが高く始めにくい… 
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５-３ 取組参考資料     
● 事例１ 防災啓発ニュースレター 

【地震関連】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【水害関連】 
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● 事例２ マイタイムライン（地震編） 

【地震マイタイムライン作成方法説明シート】 
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【地震マイタイムライン作成シート】 
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● 事例３ マイタイムライン（水害編）  

【水害マイタイムライン作成方法説明シート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【水害マイタイムライン作成シート（記入例）】 
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【水害マイタイムライン作成シート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※家屋倒壊等氾濫想定区域内にお住まいの方は、別途作成シートがありますのでご相談ください。 
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● 事例４ 防災用品の共同購入 

【共同購入応募チラシ】 
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【受け渡しに関するチラシ】 
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● 事例５ 防災アンケート 

【防災アンケート用紙】 
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● 事例６ 防災まち歩き 

【見るべきポイント】 
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● 事例７ 防災意見交換会 

【意見交換用シート】 
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● 事例８ 防災倉庫の棚卸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

【防災倉庫点検リスト】 
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● 事例９ 安否確認訓練 

【安否確認グッズ配布時のチラシ】   
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【訓練周知チラシ】 
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● 事例 10 要援護者支援の体制づくり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【訪問のお知らせチラシ】 

【訪問時に話すことの例】 
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● 事例 11 災害時ボランティア 

【募集チラシ（表面）】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※回覧のみで募集する場合は、別途資料があるのでご相談ください。  
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【募集チラシ（裏面）】   
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● 事例 13 民間企業等との防災協定締結 

【協定書】 
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● 事例 14 イベント型防災訓練   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【防災工作の手順書】 

【開催周知チラシ】 【ビンゴシート】 
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● 事例 16 町会イベント×防災活動 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

【シール投票パネル】 
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５-４ 町会別取組一覧(R７年度末時点)  

 

区 町会 
支援年数 

１年目 ２年目 ３年目 

川

崎 

大師第一地区社協 
【川中島、藤崎、伊勢町、 

大師駅前、大師中町】 

・防災講座 

・防災まち歩き 

・防災意見交換会 

・防災意見交換会 

・各町会での取組 

・各町会での取組 

・防災意見交換会 

・各町会での取組 

・防災意見交換会 

観音 

・防災アンケート 

・防災まち歩き 

・防災意見交換会 

・要援護者支援 

・防災看板設置 

・要援護者支援 

・マイタイムライン 

・防災訓練 

・安否確認訓練 

昭和 

・防災アンケート 

・防災まち歩き 

・防災意見交換会 

・防災倉庫の棚卸 

・防災講座（水害） 

・イベント型防災訓練 

・防災倉庫の棚卸 

・防災講座（地震） 

・災害時ボランティア 

・イベント型防災訓練 

東門前三丁目 

・防災講座 

・防災アンケート 

・防災まち歩き 

・防災意見交換会 

支援中 支援中 

幸 

小向 

・防災講座 

・防災まち歩き 

・防災意見交換会 

・防災意見交換会 

・防災まち歩き 

・防災意見交換会 

・防災アンケート 

・防災講座 

・民間との防災協定締結 

塚越地区 

【第１～第４町会】 

・防災講座 

・防災アンケート 

・防災まち歩き 

・防災意見交換会 

・防災アンケート 

・防災まち歩き 

・防災倉庫の棚卸 

・マンション防災検討 

・防災倉庫設置 

・防災意見交換会 

・防災訓練 

小倉中 ・イベント型防災訓練 

・防災アンケート 

・マイタイムライン 

・イベント型防災訓練 

・防災講座（水害） 

・町会イベント×防災 

・イベント型防災訓練 

古市場２丁目 
・防災アンケート 

・防災まち歩き 

・防災意見交換会 

・マイタイムライン 

・防災講座（水害） 

・防災講座（水害） 

・イベント型防災訓練 

・防災意見交換会 

戸手 

・防災講座 

・防災アンケート 

・防災まち歩き 

・防災意見交換会 

・防災講座（水害） 

・町会イベント×防災 

・イベント型防災訓練 

支援中 

古川町 

・防災まち歩き 

・防災講座 

・防災アンケート 

・防災まち歩き 

・町会イベント×防災 

・安否確認訓練 

・イベント型防災訓練 

支援中 
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区 町会 
支援年数 

１年目 ２年目 ３年目 

中

原 

苅宿 
・防災講座 

・防災まち歩き 

・防災意見交換会 

・防災意見交換会 

・防災意見交換会 

・電話連絡網訓練 

市ノ坪本 
・防災意見交換会 

・防災アンケート 

・防災倉庫の棚卸 

・防災意見交換会 

・防災意見交換会 

・防災まち歩き 

・マイタイムライン 

・安否確認訓練 

中丸子中・南 

・防災アンケート 

・防災まち歩き 

・防災意見交換会 

・令和元年台風 19 号 

振り返り会議 

・避難所運営方法検討 

・避難所運営方法検討 

木月３丁目 

・防災意見交換会 

・防災アンケート 

・防災まち歩き 

・防災倉庫の棚卸 

・防災用品の共同購入 

・防災ポリ袋クッキング 

・防災意見交換会 

・ＳＮＳ勉強会 

・防災ポリ袋クッキング 

・安否確認訓練 

・防災ポリ袋クッキング 

上平間第一 

・防災アンケート 

・防災まち歩き 

・防災意見交換会 

・令和元年台風 19 号 

振り返り会議 

・防災講座（地震） 

・イベント型防災訓練 

・防災講座（地震） 

・消火ホースキット 

・イベント型防災訓練 

・防災意見交換会 

小杉陣屋町 

一丁目 

・防災アンケート 

・防災まち歩き 

・防災意見交換会 

・防災倉庫の棚卸 

・防災用品の共同購入 

・町会イベント×防災 

・町会イベント×防災 

・災害時ボランティア 

・町会イベント×防災 

小杉陣屋町 

二丁目 

・防災講座 

・防災アンケート 

・防災まち歩き 

・防災講座（地震） 

・町会イベント×防災 

・防災用品の共同購入 

支援中 

中丸子東 

・防災講座 

・防災アンケート 

・防災まち歩き 

・防災意見交換会 

支援中 支援中 
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区 町会 
支援年数 

１年目 ２年目 ３年目 

高

津 

二子第二 

・防災講座 

・防災意見交換会 

・防災まち歩き 

・防災意見交換会 

・防災意見交換会 

・防災まち歩き 

・防災意見交換会 

・防災アンケート 

・防災意見交換会 

・防災意見交換会 

諏訪第二 

・防災講座 

・防災まち歩き 

・防災意見交換会 

・防災アンケート 

・防災倉庫の棚卸 

・消火ホースキット 

設置訓練 

・要援護者支援 

・防災グッズの共同購入 

・安否確認訓練 

二子第三 

・防災意見交換会 

・防災アンケート 

・防災まち歩き 

・防災倉庫設置 

・防災講座 

・防災アンケート 

・防災講座 

・防災講座 

・防災講座 

・防災アンケート 

・防災講座 

諏訪第一 

・防災アンケート 

・防災まち歩き 

・防災意見交換会 

・防災倉庫の棚卸 

・令和元年台風 19 号 

振り返り会議 

・イベント型防災訓練 

・マイタイムライン 

・防災グッズの共同購入 

・イベント型防災訓練 

二子第五 

・防災講座 

・防災アンケート 

・防災まち歩き 

・防災意見交換会 

支援中 支援中 

宮

前 
馬絹 

・防災講座 

・防災まち歩き 

・意見交換会 

・防災意見交換会 

・防災意見交換会 

・防災意見交換会 

・災害用井戸の選定 

・一時避難場所の選定 

・防災意見交換会 

多

摩 

かりがね台 

・防災講座 

・防災意見交換会 

・防災まち歩き 

・防災意見交換会 

・防災意見交換会 

・防災まち歩き 

・防災意見交換会 

・防災アンケート 

・防災講座 

・防災意見交換会 

大作 

・防災意見交換会 

・防災アンケート 

・防災まち歩き 

・ＳＮＳ勉強会 

・マイタイムライン 

・防災倉庫の棚卸 

・マイタイムライン 

・防災グッズ共同購入 

・ブロック別防災訓練 

麻

生 
高石 

・防災講座 

・防災まち歩き 

・防災意見交換会 

・防災アンケート 

・防災倉庫の棚卸 

・マイタイムライン 

・防災まち歩き 

・ＳＮＳ勉強会 

・防災まち歩き 

・防災意見交換会 

・マイタイムライン 

・防災講座 
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